
模擬国連とは





会議のゴール



MUNCSについて

Model United Nations at  Chuo Secondary School

・ 1国を4人が担当

・ 32か国で会議を行う

・ 1年を通して担当国について研究をすすめる
＊特に議題に関して、国としての状況、国際的な立場、世界への協働、貢献事例など・・・



今年度の議場と議題

• 議場 World Food Summit 2019
「FAO世界食料安全保障サミット 2019」

FAO: Food and Agriculture Organization

・議題 ～2050年の世界をどう養うか～
世界食料安全保障に関する行動計画の決定

論点①持続可能な生産技術
②食料の公正かつ安全な分配・流通
③安全で栄養のある十分な食料の確保
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１年の流れ
４月 •オリエンテーション(模擬国連について）

５月 •グループ分け・国割り・議長団選出

６～７月
•議題決定・ポジションペーパーおよびポスター作製
グループごとに担当国について調べ、ポスターにまとめる

８～９月
GW中間発表でポスターセッション

外部講師による講演

１０月 政策提言の作成

１１月 スピードインタビューにおいて政策スピーチ



１年の流れ

１２月
政策提言 練り直し
NP(ネゴシエーション ペーパー）作成

１月
模擬模擬国連
テーマ：国連カフェのメニュー決定
政策最終仕上げ・スピーチ計画

2月7日 MUNCS 第1日目

2月13日 MUNCS 第2日目



国決め

• ３２の国を決定（地域や経済力などを考慮）

•副担任の先生が国の名前が書いてあるくじを引き、班ごとに国が割
り振られる



外部講師

•忍足謙朗氏

国連世界食糧計画（国連WFP）元アジア地域局長。３０年以上にわた
り国連に勤務し、ボスニア、コソボ、カンボジア、スーダンでも大規模な
緊急支援の指揮を執る。



スピードインタビュー

•国ごとに自国の現状や方針等を３分間英語でスピーチ

•県立女子の外国人講師に来ていただき、アドバイスをいただく



政策作成

・国ごとに議題に対する政策をまとめる

（NP、ネゴシエーション ペーパーと呼ばれるもの）

・それぞれの国の立場から、食糧問題の解決案を考えて発表する。



例）



China
砂漠化が進み農作地が限られてしまうのでは？

課題１

砂漠化の進んでいる内陸部の土
地で食料を生産することができる
世にするための砂漠化緑化の技
術の支援を要求する。

発展途上国の土地の一部を借
りて、食料の栽培や砂漠化を止
めるための苗木の生産などをで

きるように申請する。

課題２ 貧困問題について

貧困部の激しい農村部に食料を届けるためのインフラ整備の
ための資金提供を要請する

飢餓状態の人は、世
界に10億人いるといわ
れている。そのうち、4

割が中国とインドの
人々。

また、安全面でいえば、
中国の工場の汚さと言っ
たら世界トップレベル

飢餓と食料の安全面



模擬模擬国連

•模擬国連の流れを把握できるように実施（模擬国連の模擬、というこ
と！）

• クラスごと ２人で１国を担当

•議題「国連カフェメニューの決定」 Deciding the menu of the United 
Nations Café

•担当国の基本情報（ポジションペーパー）を参考にしながら、自国の
政策・方針を政策形成用紙（ポリシーペーパー）にまとめる

→議論・交渉を繰り返し、メニューを決定



１日目の様子



スピーチ

・１日目は英語

・メッセージ

①自国の状況と立場

②求めるDR・解決策の方針

③自国の存在をアピール

スピーチは会議の華



モーション（動議）の募集

・会議進行に関する提案

（今回はアンモデのみ）

・大きな声で議長にアピール！

・会議後にプチ流行語になりました。

Motion!!



自由交渉（Unmoderated Caucus）

・会場のいたるところで、

大使が自由に議論・交渉

・交渉や議論の主戦場

↓

WPの作成



Working Paper（WP） 作成

• １日目の最終提出物

• スポンサーは５か国以上

（同じ目標を持ち、一緒に

DRを作成を目指す国のこと）



２日目の様子



スピーチ

・２日目は日本語

・WPの説明



自由交渉

•各グループでWPを修正

• グループを拡大・合体

• DRの最終仕上げ



DR（決議案）作成
今回は、各グループが食料問題に関する「行動計画案」を出し合って、

それをまとめたものを「DR」にしました。





投票・採択
今回は、各国が「Yes」「No」で各行動計画案に対し意見を示し、３分の2
以上の賛成によって行動計画案が採択される多数決(ロールコール)を

採択の方法としました。



会議の様子

最終的な行動決議案の採択のた
めに、ホワイトボードを活用する
など、合意形成に向けて各国の
大使が努力していました。



会議を終えて
〈大使の感想〉

•自国益を判断するのが難しかった

•自国だけでなく他国についても調べておけばよかった

• もっとスピーチをしておけばよかった

•最初はよくわからなかったが、やってみたら楽しかった

•最初から合意を意識して、議論を進められるとよかった

• リーダーシップについて考えさせられた

• とてもよい経験になったので、もっと試してみたい



次年度の皆さんへ

模擬国連は最初は難しい！

でも、わかってくるととても楽しい！

積極的に、たのしみながら一生懸命取り組んでみてく
ださい！

議長団にも大使にもそれぞれのやりがいがあります

みんなの良いアイディアをたくさん引き出していってください！


